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研究成果の概要（和文）：本研究は、心理社会的ハイリスク妊婦を効率よく把握するため、妊婦自己記入式質問
紙と医療者用チェックリストの開発を試み、再検討段階である。
産褥うつの予測因子を検討するため、2施設において222名の妊婦を対象にエジンバラ産後うつ病質問票、自己記
入式質問紙を用いて実施した結果、ソーシャルサポートの低さ、育児環境への不満足、婚姻状況（シングルマザ
ー）が産褥うつに関連する可能性が示唆された(p<0.05)。また、助産師計6名にインタビューを実施した結果、
心理社会的ハイリスク妊婦の可能性を効率よく把握する視点は、【この人気になる】【不妊治療後】など７カテ
ゴリーだった。成果は、国内学会及び国際学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop of a self-rating screening instrument to 
identify psychosocial high risk status for pregnancy and child care. For robust evidence, more 
research with large sample size is necessary.A prospective cohort study was conducted to explore 
predictors of postpartum depressive symptoms in Japan. A total of 222 participants were recruited. 
Primary outcome postpartum depression was measured by The Edinburgh Postnatal Depression Scale 
(EPDS). Data of predictors were collected using a　questionnaire. Postpartum depressive symptoms 
were associated with low perceived social support , non-satisfaction of environment for child care, 
and single mother(p<0.05).And as a result of conducting interviews to a total of six midwives, the 
viewpoints to efficiently grasp the possibility of psychosocial high risk pregnant women were seven 
categories such as anxious person, after infertility treatment.
The results were presented at domestic and international conferences.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、健やかな妊娠生活と児の安全な養育環境の確保を目指し、心理社会的ハイリスク妊娠の対象の
早期把握と適切なケア提供を検討するための基礎資料の一部となることが期待される。
近年、全国的に特定妊婦の増加が懸念されており助産師が担う役割は大きい。子どもの虐待死亡事例の約4割が0
歳児で、加害者のほとんどが実母である。妊娠期からの継続した支援が周産期の女性の心理的安定と児への愛着
形成促進につながる。本研究成果の活用により、心理社会的ハイリスク妊娠の対象を早期把握することは、早期
からの適切なケア介入に繋がり、養育能力の査定を通じた、適切な育児環境の確認・保障、虐待予防の一助とな
ることが期待される。



１．研究開始当初の背景 

近年我が国では、全国的に心理社会的ハイリスク症例の増加が懸念されている（永田,2012）。
本研究における心理社会的ハイリスク妊婦とは、「心理社会的要因を中核とした問題で妊娠継続
や養育に困難があり、出産後の子どもの養育について妊娠中からの継続的な支援を行うことが
特に必要と認められる妊婦」である。養育のみならず妊娠継続にも困難がある妊婦とした。こ
の心理社会的ハイリスク妊婦の現状として、児童虐待の報告件数が近年上昇しており、死亡事
例検証の結果では約 6 割が 0 歳児で、加害者のほとんどが実母であった（厚生労働省,2018）。
一方、産科医不足の背景を受け、身体的ローリスク妊産婦の妊娠・出産の経過において助産師
が担う意義と役割は大きい（岡田,2013）。妊娠期からの継続した心理的支援が周産期の女性の
心理的安定と児に対する愛着の促進につながることも示唆されている（佐藤,2010）。産後養育
困難につながるリスク要因は妊娠期から把握できるため、早期発見ができる医療機関と様々な
公的サービスにつなげてフォローする保健機関の連携が提言されている（福永,2006）。 

国外での先行研究では、ハイリスク妊娠に関する研究は、身体的なリスクに限定された文献
が多かった（Majoko,et.al,2002）。また、妊婦自身の自己記入式心理社会的リスク評価表に関
連する文献は、項目をチェックする形式の ALPHA に関する報告のみである (ALPHA 

Group,2005)。これらのように周産期における心理社会的リスク要因を点数化して、介入の必
要性を判断する質問紙は国内外において見当たらない。 

国内においては、坂本(2013)による「統計的レビューによる経済的・社会的ハイリスク妊産
婦の現状と問題点」において、38 文献について検討が行われ、その結果、我が国における経済
的・社会的ハイリスク妊産婦への研究はほとんどなされていなかった。また、経済的・社会的
ハイリスク妊娠の定義は定まっておらず、文献によって定義が異なったことが報告されている。
文化の影響を強く受ける心理社会的リスクを抱える周産期の対象に関して、本邦の研究動向を
31 文献レビューした結果、妊婦側は個人的要因、経済的要因の基盤的な要因と妊娠に伴うポジ
ティブ要因、ネガティブ要因の 4 つに分類された。また、医療者側からのチェック項目は個人
的要因、環境的要因の２つに分類された。実際に心理社会的ハイリスク妊産婦にどのような評
価を行っているのか、その評価のプロセスで何が課題となっているのかに関する報告は、施設
内での周産期スクリーニングシート、M 式スクリーニングシート、ケンプ・アセスメントを用
いた、医療スタッフサイドからの評価の文献がある。しかし、妊婦自身による自記式のスクリ
ーニングシートは、いまだ報告が見当たらない。共通するリスクファクター以外に、医療者は
言動・外見から違和感を感じてチェックしているが、スタッフ間でのリスク因子に対する問題
意識の共有は十分にできていない。そのため、ハイリスク妊婦をキャッチしきれていない現状
があり、妊婦全例に医療者側からのみのスクリーニングだけで対応することには限界がある。
しかし、妊婦側からの自己申告のみでの対応も、真実かどうか見極めが難しい。これらより、
妊婦側と医療者側の双方からの評価が必要だといえる（大西 2016）。 

 

２．研究の目的 

本研究は、心理社会的ハイリスク妊婦を効率よく把握するため、妊婦自己記入式質問紙と医
療者用チェックリストの開発を試みるため、(1)日本おける産褥うつの予測因子を検討する、(2)

心理社会的ハイリスク妊婦を早期から効率よく把握するための助産師の視点とケアを明らかに
する。 

 

３．研究の方法 

（1)質問紙調査 
①対象：妊娠 28 週以降で妊婦健康診査または出産前教室のために研究協力施設 2 施設に来院し
た妊婦 222 名。 
②調査期間：2016 年 3 月～2017 年 12 月 
③調査方法及び回収率：エジンバラ産後うつ病質問票、自己記入式質問紙を用いて質問紙調査
を実施した。妊娠中に同意の得られた 222 名のうち、産後 1 か月時のアンケート回収は 115 名
で回収率は 51.8％であった。有効回答は 100％であった。 
（2)インタビュー調査 
①対象 研究協力施設 2 施設に勤務する助産師計 6 名（臨床経験 5 年以上、そのうち産科看護
3 年以上の臨床経験をもつ者）。  
②調査期間：2016 年 12 月～2017 年 2 月  
③調査方法 インタビューガイドを用いてフォーカス・グループ・インタビューを実施した。
インタビューデータは、質的内容分析（Mayring,2000）の手法を用いて、意味内容のあるまと
まりのあるデータごとにコード化し、類似性・相反性を基に分析し、抽象度をあげてカテゴリ
ーを生成した。 
（3）倫理的配慮について 
所属大学の倫理委員会で承認を得た。京都大学(R0229-2)、武庫川女子大学(16-85)。 

①質問紙調査においては、研究実施者が、妊婦健康診査に来院された妊婦に対し、研究の目的
と方法について口頭及び文書を用いて説明する。研究の目的、意義、方法など必要十分な情報
を対象者に提供して理解を得た上で研究対象者の同意が得られれば、最終的な同意を書面にて
得た。説明の際に、研究参加は自由意思に基づき、対象者がどのような判断をしても不利益を



被らないこと、途中参加辞退も無条件に可能であり、これによってなんら不利益を被らないこ
とを説明した。これらの内容と途中離脱しても妊婦健康診査には何ら影響がないことを説明文
書に記載した。②看護管理者を通して対象条件に合う候補者に研究依頼文書を渡し、その後、
研究への協力意思のある対象者に直接ヘルシンキ宣言に則り研究内容について十分に説明し、
最終的な同意を書面にて得た。 
 
 
４．研究成果 
(1) 日本おける産褥うつの予測因子を検討する質問紙調査において、産褥うつの可能性のある
褥婦は 6.7％であった。ソーシャルサポートの低さ、育児環境への不満足、婚姻状況（シング
ルマザー）が産褥うつに関連する可能性が示唆された(p<0.05)。メンタルヘルス、経済状態、
妊娠中のうつ兆候との関連は認められなかった。（表 1）今後、対象者数を増やして更なる検討
が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 ＰＰＤと非ＰＰＤの対象属性その他因子の比較 
 
 
(2)インタビュー調査において 

①結果：助産師が心理社会的ハイリスク妊婦の可能性を効率よく把握する視点は、【年齢差のあ
るパートナー】【妊娠中の姓の変化】【母子手帳の記入文字】【不妊治療後】【この人気になる】
【上の子への態度や上の子の様子】【受付スタッフへの態度】の７カテゴリーであった。また、
ケアとしては【疑わしきは面談】【赤ちゃんの受け入れの査定】【家族の育児支援の受け入れの
査定】【キーパーソンを含めた指導】【地域保健師との連携】【ソーシャルワーカーとの連携】【児
童相談所との連携】の７カテゴリーが抽出された。サブカテゴリーとして、【この人気になる】
は＜違和感＞＜受け答えがかみ合わない＞＜直観＞＜経験知＞の５つ、【疑わしきは面談】は＜
話してみてわかる＞＜細かく聞いて初めて話す＞＜初期は本当のことを言わないことがある＞
＜話しているうちに心を許して語ってくれる＞の６つがそれぞれ見出された。 

②考察：心理社会的ハイリスク妊婦の可能性を効率よく把握するために、まずはカルテ、予診
票、母子手帳などから得られる情報に留意していくが、その中でも、パートナーとの年齢差に
注目していた。年齢差が大きく、年上の場合前妻への養育費支払い、年下の場合は経済的不安
定の可能性があり、経済的困難を予測した視点であった。また、診察中に受け答えがかみ合わ
ないなど、気になることがある対象には面談を実施して詳細な情報を把握し、適切なアセスメ
ントやケア、多職種との連携へと結びつけていく。そして、上の子や受付スタッフなどへの態
度など、妊婦健診の待合い室での様子も重要な視点となっている。全例に個別面談を行うこと
が望ましいが、それが難しい状況で、面談必要者をピックアップすることは助産師の臨床知に
頼るところが大きい。個別面談して詳細を語ってもらうことで初めて把握できることも多く、
心理社会的ハイリスク妊婦の自記式でのスクーリーニング方法の検討と個人面談の充実が不可
欠である。 
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